
SDGs未来安心都市・明石

●市民説明会 次第
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１． 開会

２．総合計画等の策定について

３．質疑・応答

４．閉会

【資料１】（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（明石市第6次長期総合計画）素案

【資料２】（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（明石市まち・ひと・しごと創

生総合戦略（第2期））素案
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●総合計画の策定について

2

① 総合計画とは

② 明石市とＳＤＧｓ

③ （仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画

④ (仮称)あかしＳＤＧｓ前期戦略計画
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総合計画とは
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総合計画とは

令和３年

※計画期間を1年延長（2022年（令和４年）３月まで）

総合計画とは

• まちづくりの総合的な方針を定めた最上位の計画
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総合計画とは

 まちづくり戦略 子どもの健やかな育ちで、みんなの元気を生み出す

子育て世代をはじめ、多くの人の
定住、流入を促進

人が選び、
集まる

子どもを介することで、
交流を広げ、つながりを確かに

人が出会い、
つながる

子どもの育ちに関わることで、
責任を自覚し、成長を促進

人が学び、
成長する

こどもを核とした
まちづくり

ひと まち ゆたかに育つ

未来安心都市・明石目指す10年後のまちの姿

明石市第５次長期総合計画（2011-202１）
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総合計画とは

 ４つの基本目標 総合戦略の方向性

「暮らしやすさ」
を重視した市民サ
ービスの向上

「住みたい、
住み続けたい」
と思われる

『選ばれるまち』

明石市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2015～2021）

１ 若い世代の子育て環境を整える

２ 新たな人の流れをつくる

３ まちの賑わいを高める

４ 安全・安心な暮らしを実現する
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総合計画とは

目指す10年後のまちの姿、
その実現に向けたまちづくりの手法や戦略など定めた構想

重点的な施策展開の方向、行政経営の方針や計画の管理
など、計画の考え方を定めた計画

各分野の施策展開に向けた基本的な考え方、
具体的な取組を定める計画

個別
計画

毎年度の取組の方針、具体的に実施していく事務事業
実行
計画

人口減少の克服と地域活力の向上を図るため、
地方創生の取組の方向性、主な具体的施策などを定めた戦略

総合
戦略

総合
計画

基本
構想

戦略
計画
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総合計画とは

2018年（平成30年）４月に中核市に移行

・保健所、動物センター、児童相談所の設置

中核市とは

○大都市制度※の一つ（地方自治法第２５２条の２２第１項に規定）

※「指定都市」「中核市」「特例市（施行時特例市）」の３つが

ある。

○人口２０万以上が必要。

○実施できる事務
指定都市が実施する事務のうち、以下の２つ以外の事務。
・都道府県が広域的に実施する方が効率的な事務
・中核市の規模では主体的に実施することが難しい事務

8
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明石市とSDGs
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◆こどもを核としたまちづくり

◆すべての人にやさしいまちづくり

→すべての子どもを まちのみんなで
一人ひとりに寄り添い 本気で応援

→いつまでも みんなで支え合い
誰もが安心して暮らせる地域づくり

「住みたい、住み続けたい」まちの実現
に向けて、以下の2点を重点的に推進

明石市とSDGs
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明石市とＳＤＧｓ

人口の推移
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各年10月1日現在（2020年は国勢調査確定値）（人）

（年）

11



SDGs未来安心都市・明石

【年代別転入超過数】

2013～2020年
転入者数から
転出者数を引いたもの

明石市とＳＤＧｓ

12



SDGs未来安心都市・明石

明石市とＳＤＧｓ

市民意識調査の結果（2019年）

13
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90.0%

100.0%

2009年度 2012年度 2014年度 2019年度

明石のまちに愛着を感じる人の割合

住みやすいと思う人の割合

住み続けたいと思う人の割合

子育て環境が良いと思う人の割合

住みやすいと思う人の割合：91.2％
住み続けたいと思う人の割合：81.7％
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明石市とＳＤＧｓ
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やさしいまちづくりが広がる
ことで、市民の安心感が増す

▼
子育て世代を中心に人口増加

▼
まちのにぎわいが増す

▼
地価の上昇や税収増加

▼
さらに新たな市民サービスが

できる

▼
暮らしの安心とまちの魅力が

一層向上

令和2年度国勢調査確定値

人口 303,601人

全国戻りたい街ランキング2021

全国１位

9年
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明石市とＳＤＧｓ
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ＳＤＧｓ
Sustainable Development Goals

Sustainable
Development
Goals

：持続可能な
：開発
：目標
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明石市とＳＤＧｓ
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明石市とＳＤＧｓ
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誰一人として
取り残さない

今だけじゃなく
未来も大切

環境・社会・経済
の調和

みんなで
取り組もう

包摂性

持続可能
普遍性
参加型

統合性

SDGsの大切な考え方

SDGsは、持続可能で、「誰一人として取り残さない」社会の実現を目指
し、環境・社会・経済にまたがる広範な課題に、統合的に取り組むとされ
ています。
また、全てのステークホルダー※ (先進国、途上国、政府、地方自治体、
民間企業、NPO・NGO、学術機関、各種団体、住民など)゙が協力しながら゙
取り組むことが大切とされています。 ※ステークホルダー:関係者
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明石市とＳＤＧｓ
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こうしたまちづくりの方向性は ＳＤＧｓの理念と一致

●「持続可能」 ●「誰一人取り残さない」 ●「パートナーシップ」

「住みたい、住み続けたい」まちの実現に向けて、多様なまちづくり
の担い手の参画と協働のもとで、「こどもを核としたまちづくり」、
「すべての人にやさしいまちづくり」を推進。

こうしたまちづくりにより、多くの人々に明石が選ばれ、まちの好循
環が生まれ、市民のまちづくりに関する満足度が高まっている。

すべての人に
やさしいまちづくり

まちの好循環の
維持・拡大

多様なまちづくりの
担い手の参画と協働
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明石市とＳＤＧｓ
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『ＳＤＧｓを本市のまちづくりの基軸』
として位置付け

新型コロナウイルス感染症により社会経済活動が停滞し、
とりわけ弱い立場に置かれた人々ほど深刻な影響を受けていた。
今後より一層、ＳＤＧｓに掲げる、誰一人取り残すことなく、どんな状
況下でも持続し成長していく社会を作っていくことが重要となって
いる。

さらに
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画

（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画等

計画の構成

２０３０年のあるべき姿、まちづくりの方向性、行政運営の基本姿勢

優先的に取り組む施策、
各分野の主な施策、
ＫＰＩ（重要業績評価指標）

毎年度の取組方針、具体的に実施していく事務事業

各分野の施策展開に
向けた基本的な考え方、

具体的な取組

（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（第６次長期総合計画）

（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画
（まち・ひと・しごと創生総合戦略） 個別計画

実行計画
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画等

22

あかしＳＤＧｓ推進計画及びあかしＳＤＧｓ前期戦略計画の体系図

「あかしＳＤＧｓ推進計画」
第6次長期総合計画に位置付け
目指すまちの姿やまちづくりの

方向性といった基本構想

「あかしＳＤＧｓ前期戦略計画」
まち・ひと・しごと創生総合戦略

（第2期）に位置付け
推進計画の方向性を踏まえ、優

先的に取り組む施策、各分野の
主な施策を定める

各施策展開に関するＫＰＩ（重要
業績評価指標）を設定
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（計画期間）
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画等の計画期間
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（社会経済情勢）

25

・環境問題の深刻化（世界の人口増加、地球温暖化など）

・巨大災害の切迫（南海トラフ地震、自然災害の甚大化
など）

環
境
面

・人口減少・高齢化の進展（日本の人口減少、コミュニテ
ィの希薄化など）

・地域共生社会の必要性（多様な主体の参画、多様性など）

社
会
面

・経済動向・雇用情勢の変化（コロナによる経済危機、女
性活躍などの雇用環境の変化など）

・情報通信技術の進展（デジタル化、ＡＩの進展など）

経
済
面
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（あるべき姿）

27

① ２０３０年のあるべき姿
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（目標人口）

② 目標人口

299,765 300,164 

292,157 

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

290,000

300,000

310,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

①明石市推計（目標）

②国の推計

※国勢調査結果を反映した将来人口推計により、目標値を再設定。（2021年12月頃）

今後10年程度の方向性
30万人の維持

長期の方向性
人口減少をできるだけ緩やかに
・出生率の上昇
・転入超過の維持

2030年度の目標人口：30万人
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（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画（三側面の統合）

③ まちづくりの方向性

経済

環境 社会
・総合的
・バランス
・相乗効果

にぎわいと活力が持続するまち

すべての人が助け合い
安心して暮らせるまち

人にも自然にも
地球にもやさしいまち

統合的に取り組む

29

環境

社会

経済
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（計画期間）

31

（仮称）あかしＳＤＧｓ推進計画等の計画期間
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（５つの柱）

豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、

暮
ら
し
の
質
を
高
め
る

笑
顔
あ
ふ
れ
る

共
生
社
会
を
つ
く
る

こ
ど
も
の
育
ち
を

ま
ち
の
み
ん
な
で
支
え
る

ま
ち
の
魅
力
を
高
め

活
力
と
交
流
を
生
み
出
す

安
全
・
安
心
を
支
え
る

生
活
基
盤
を
強
化
す
る

33

施策展開の５つの柱

柱① 柱② 柱③ 柱④ 柱⑤
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（柱①）

【柱①】 豊かな自然と共生し、暮らしの質を高める

豊かな自然と共生し、自然と調和の取れたまちづくりを進めることで、より快適で
持続可能な暮らしを実現します。そのため、脱炭素社会や循環型社会の実現に向けた
取組を進めるほか、豊かな自然環境の保全と活用に取り組みます。

【ＳＤＧｓの

主なゴール】

【展開の方向】
⑴ 脱炭素社会の実現
⑵ 循環型社会の実現
⑶ 自然環境の保全と活用

【KPI】 項目 現状値 数値目標

温室効果ガス排出量（2013年度比） 17.6％の減
（2018年）※速報値

30％の減
（2025年）

ごみの排出量（1人1日当たり） 959ｇ/人・日
（2019年度）

915ｇ/人・日
（2025年度）

市民一人当たりの公園面積 7.14㎡/人
（2021年４月１日）

7.35㎡/人
（2026年４月１日）
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【柱②】 笑顔あふれる共生社会（インクルーシブ社会）をつくる

誰もが住み慣れた地域で自分らしく、社会の一員として生きがいを持って暮らし続
けられる笑顔あふれる共生社会づくりを進めます。そのため、支え合う地域社会づく
りのほか、多様性を認め合い、年齢や性別、国籍、障害の有無に関わらず自分らしく生
きることができる社会づくりや、健康・長寿の推進に取り組みます。

【ＳＤＧｓの

主なゴール】

【展開の方向】
⑴ 支え合う地域づくり
⑵ 自分らしく生きることができる社会づくり
⑶ 健康・長寿の推進

【KPI】

35

（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（柱②）

項目 現状値 数値目標

市と協働のまちづくり協定締結した
小学校区数

15校区
（2020年度）

22校区
（2025年度）

オレンジサポーター養成者数 13,428人
（2020年度末現在）

30,000人
（2025年度末現在）

平均寿命と健康寿命の差
男性:80.9年 女性:86.2年

（2019年度）
0.5年以上の延伸

（2025年度）
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（柱③）

36

【柱③】 こどもの育ちをまちのみんなで支える

将来のまちづくりの担い手であり、まちの未来であるこどもの育ちを社会全体で支
えます。そのため、安心して子育てができる環境の整備のほか、一人ひとりに応じた
質の高い教育の推進や、こどもの状況に応じた適切な支援の充実に取り組みます。

【ＳＤＧｓの

主なゴール】

【展開の方向】
⑴ 安心して子育てができる環境の整備
⑵ 一人ひとりに応じた質の高い教育の推進
⑶ こどもの状況に応じた適切な支援

【KPI】 項目 現状値 数値目標

出生数 2,692人
（2020年）

3,000人
（2025年）

授業がよくわかると答える児童生徒
の割合

78.1％
（2017～2021年度の平均）

85％
（2025年度）

こども食堂実施回数 541回
（2019年度）

800回
（2025年度）
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（柱④）

37

【柱④】 安全・安心を支える生活基盤を強化する

市民の暮らしや経済活動を支える、持続可能で安全・安心な生活基盤を整えます。そ
のため、防災・感染症対策の強化や、日常の安全・安心の更なる確保のほか、誰もが利
用しやすく安全で強靭な都市基盤の整備に取り組みます。

【ＳＤＧｓの

主なゴール】

【展開の方向】
⑴ 防災・感染症対策の強化
⑵ 日常の安全・安心の確保
⑶ 誰もが利用しやすく強靭な都市基盤の整備

【KPI】 項目 現状値 数値目標

災害時要配慮者への個別支援計画数 25件
（2020年度）

500件
（2025年度）

交通事故死傷者数
1,100人

（2020年）
800人

（2025年）

バリアフリー対策済の駅数 11駅
（2020年度）

13駅
（2025年度）
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（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画（柱⑤）

38

【柱⑤】 まちの魅力を高め、活力と交流を生み出す

まちの宝物を生かし、更に、新たな魅力を生み出して、定住・交流人口を増やすとと
もに、多様な働き方を実現できる雇用環境づくりや地域経済の循環を推進し、まちの
元気につなげます。そのため、地域産業の振興のほか、文化の薫るまちの推進や、ま
ちの魅力を生かした賑わいの創出に取り組みます

【ＳＤＧｓの

主なゴール】

【展開の方向】
⑴ 地域産業の振興
⑵ 豊かな心を育む文化・芸術の推進
⑶ まちの魅力を生かした賑わいの創出

【KPI】 項目 現状値 数値目標

市内総生産 11,202億円
（2019年度）

11,600億円
（2025年度）

図書館等での本の貸出冊数 301万冊
（2019年度）

320万冊
（2025年度）

天文科学館入館者数 116,711人
（2019年度）

125,000人
（2025年度）
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計画の推進（（仮称）あかしＳＤＧｓ前期戦略計画素案：Ｐ23）

（１） 効率的・効果的な行政運営

① ＳＤＧｓ推進事業の拡充
② 持続可能で自立した行政経営

②－１ 持続可能な公共サービスの提供
②－２ 健全財政の推進

（２） 計画の進行管理

DO
施策・事業の

実施

PLAN
実行計画への
反映

施策・事業の
見直し

ACTION

施策・事業の
検証

CHECK

市民
参画

情報
共有

協働

P D

CA

（仮称）あかしＳＤＧｓ前期
戦略計画及び個別計画
の推進及び見直し
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ご清聴ありがとうございました


